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研究要旨   

1) 既存添加物の成分規格に関する研究 

 既存添加物の国内外の安全性評価情報を収集した．また，既存添加物の内，酵素品目の成

分規格について業界の考え方をまとめた．さらに，令和3年度に引き続き，既存添加物の成

分規格の整備状況を整理し植物の基原の調査を行った．  

2) 既存添加物の有効成分の解明，試験法及び分析法の開発 

昨年度までに，ヒマワリ種子抽出物，ショウガ抽出物，香辛料抽出物（コショウ，シナモ

ン，オールスパイス），クチナシ色素，シタン色素，ウコン色素，キトサン，酵素処理ナリ

ンジン，アナトー色素，オリゴガラクチュロン酸，ニガヨモギ抽出物，香辛料抽出物（ロー

ズマリー）について検討したが，本年度は，キハダ抽出物，チャ乾留物，モウソウチク乾留

物，香辛料抽出物（フェンネル，バニラ）等を加えて，これらの成分組成について継続して

検討した．また，昨年度に引き続き，qNMR 及び RMS を利用した信頼性の高い SI にトレ

ーサブルな分析法の開発，DPPH を用いた抗酸化性を指標とした定量法，真菌数試験の比較

等，成分規格の試験法への応用を主に検討した 

キハダ抽出物については，入手できた製品について，UPLC/PDA/MS 及び NMR により成

分分析を行った結果，ベルベリンが検出され，その含量は 2.83%であった．また，キハダ抽

出物の確認試験に日本薬局方の生薬オウバクの TLC による確認試験が応用できることを確

認した．ヒマワリ種子抽出物については，分取 HPLC により主な成分を単離構造決定し，

DPPH ラジカル消去活性による評価により，モノ及びジカフェオイルキナ酸が有効成分で

あることを明らかとした．更に DPPH による試験法が確認試験として有効であると判断し

た．アナトー色素については，昨年度に引き続き，RMS を用いる SR-HPLC 法を検討した．

乾留抽出物であるチャ乾留物及びモウソウチク乾留物については，主成分の酢酸以外につ

いて GC/MS による分析を行い，カルボニル化合物，フラン類，ピラン類，フェノール類及び含窒

素化合物が含まれると推定された． 

qNMR の応用では，香辛料抽出物(フェンネル，バニラ)の主成分が定量可能であることが

確認できた．SR-HPLC においては，PDA検出器の応答の校正が定量精度の向上に繋がること

から，校正用化合物候補のナフトキノン誘導体の効率的な合成，RMS 基準物質(SR 化合物)の設

計及び合成について検討した．食品添加物公定書の微生物限度試験における真菌数試験につ

いて，集落の生育性をもって真菌数計測の正確性と効率を評価する目的で試験条件を比較

検討した． 
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A. 研究目的 

既存添加物には，公的な成分規格が未だ設

定されていない品目がある．成分規格が未設

定である理由として， 1.基原・製法・本質が

曖昧，2.有効成分が解明できていない，3.現

時点の科学技術で妥当な規格試験法が設定

できない，4.流通確認が取れない，が挙げら

れる．すなわち，1〜3 に係る情報の収集，技

術開発等が既存添加物の成分規格設定にお

いて引き続き必要とされている．また，国外

においても利用価値が高いと考えられる既

存添加物については海外動向及び最新技術

に基づいて成分規格のアップデートが必要

である．このような背景から，本研究では，

既存添加物の成分規格の設定又は改正を迅

速化するための基礎情報を得ることを目的

に，前述の(1)〜(3)について検討してきた． 

令和 3 年度に引き続き，本研究では，(1) 既

存添加物の成分規格に関する研究：基原・製

法・本質の調査及び自主規格，流通実態及び

安全性評価状況等の調査．(2) 既存添加物の

有効成分の解明：最新の知見及び技術により

詳細な成分解析による成分規格設定に必要
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な指標成分の同定．(3) 試験法及び分析法の

開発：従来法では試験法が設定困難なものに

ついては，指標成分又は代替物質の合成によ

る定量用標品の供給体制の確立または定量

用標品を必要としない相対モル感度(RMS)

を用いた SI へのトレーサビリティを確保し

た定量法(SR-HPLC 等)を検討した．また，微

生物限度試験の試験法の改良を目指し試験

条件を比較検討した． 

 

B. 研究方法 

1. 既存添加物の成分規格に関する研究 

1) 既存添加物の成分規格に関する調査研究

(委託調査) 

安全性評価が完了していない品目（H８

年に「基原，製法，本質からみて，現段階

において安全性の検討を早急に行う必要

はない」と判断された品目（消除された

「骨炭色素」及び「フェリチン」を除いた

107 品目）のうちの安全性評価が未報告の

品目及びこれまでに報告の無かった 3 品

目（「グレープフルーツ種子抽出物」及び

「ミルラ」）について，海外評価機関等に

おける安全性評価の状況を調査した．業

界の考え方も踏まえ酵素品目の基原に調

査方法の改正について検討した．既存添

加物の成分規格の整備状況と流通を調査

し情報整理した．食品添加物公定書に未

収載の既存添加物の内，植物を基原とす

るものについて学名，和名，別名を調査し

た． 

 

2. 既存添加物の有効成分の解明 

1) 既存添加物キハダ抽出物の成分分析 

入手できた「キハダ抽出物」製品につい

て，TLC, UPLC/PDA/MS 及び NMR によ

り成分分析を行った．溶解性について，日

本薬局方の「オウバク」の成分規格を参考

に検討した．主成分とされるベルベリン

の含量については，1H-qNMR により算出

した．  

 

2) ヒマワリ種子抽出物の成分解析及び規格

試験法の最適化 

昨年度に引き続き，ヒマワリ種子抽出物

の成分データの集積を目的に成分解析を

行った．また，有効成分の確認のため

DPPH ラジカル消去活性による抗酸化能

を評価すると共に，DPPH を用いた抗酸化

性を指標とした定量法の構築を検討した．

成分分析では，常法に従い，逆相 HPLC，

Diaion HP-20 及び Sephadex LH-20カラム

クロマトグラフィーを行い，製品より主

成分を単離した．抗酸化性の評価には，DP

市販の DPPH Antioxidant Assay Kit 等を用

い，製品の画分，又は必要に応じて主成分

に対応する試薬等について評価し，各成

分の寄与率を推定した． 

 

3) 既存添加物アナトー色素の定量評価の基

礎検討 

昨年度に引き続き，アナトー色素の主成

分であるノルビキシン及びビキシンの定

量法として RMS を用いた SR-HPLC を検

討した．HSCCC により，ノルビキシン及

びビキシンの異性体の単離を検討した．

更に，類似した極大吸収波長を持つ基準

物質(SR)をデザインし，その有効性を確

認した．  

 

4) qNMR を用いた既存添加物の成分規格試

験法に関する研究 
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昨年度に引き続き，「香辛料抽出物」の

規格試験法への 1H-qNMR 法の適用可能

性を検討とした．「香辛料抽出物」の中か

ら，フェンネル及びバニラについて検討

した．フェンネルについては，anethole が

主要成分と考え，生薬ウイキョウ中の

anethole の定量法を検討した．また，

anethole が主な精油成分と考えられるダ

イウイキョウ及びアニスについても検討

した．また，バニラでは vanilline 及び

ethylvanilline が指標成分と成り得ると考

え，生薬バニラに含有されるこの 2 成分

について検討した．それぞれについて 1H-

qNMR 測定に適した試料溶液を調製し含

量を測定した．  

 

5) 乾留抽出物添加物中の原料熱分解物の定

量分析 

乾留製法をとる既存添加物の品質確保

のため，木酢液，チャ乾留液及びモウソウ

チク乾留物の成分分析を行った．入手し

た試料について，GC/MS 分析に付し，

NIST ライブラリーと照合した．また，標

準品が入手できたものについて定量分析

を行った．  

 

3. 試験法及び分析法の開発 

1) PDA 検出器の校正化合物創出のための基

礎検討 

昨年度に引き続き，PDA 検出器の校正物

質を設計した．比較的長波長域に吸収帯

を示す，4-ジメチルアミノアニリン構造と

クロロ基を有するナフトキノン誘導体を

基にして，置換基を種々変更することで

広範囲の波長域に吸収を示す分子を探索

した．定量用のシングルリファレンス化

合物の設計においては，定量の対象とし

てカロテノイド類を想定し，類似の吸収

波長を示す骨格構造の化合物を選択して，

炭化水素基を導入することで HPLC クロ

マトグラム上での保持時間を調整した． 

 

2) 真菌数試験法の比較検討 

公定書での「培地の性能及び試験法の適

合性」を参照した試験条件をその他試験

条件と比較し，集落の生育性をもって真

菌数計測の正確性と効率を評価する目的

で検討した．比較した供試菌としては，公

定法で規定された Candida albicans NBRC 

1594および Aspergillus brasiliensis の 2 種

に加えて，規定の試験菌種には含まれな

いが環境中に分布頻度や濃度が高いこと

が し ば し ば あ る Cladosporium 

sphaerospermum NIHS 0378 ， Penicillium 

citrinum NIHS 0222および Mucor hiemalis 

NIHS 0886 の 3 種，計 5 種各 1 菌株を供

試した．比較した培養条件としては，培養

法については，規定法である混釈培養法

およびその比較対象として塗抹培養法の

2 種類，寒天培地種類については，規定法

である DG-18寒天培地，およびその比較

対象として食品等の一般的な試験法とし

て汎用されるポテト・デキストロース寒

天（PDA）培地 1)と日本薬局方の一般試験

法微生物限度試験法〈4.05〉で規定される

サブロー・ブドウ糖カンテン（サブロー寒

天）培地 2)の 3 種類を検討に加えた． 

 

C. D. 研究結果及び考察 

1. 既存添加物の成分規格に関する研究  

1) 既存添加物の成分規格に関する調査研究

(委託調査) 
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昨年度に引き続き，既存添加物の安全性

評価が完了していない品目（H８年に「基

原，製法，本質からみて，現段階において

安全性の検討を早急に行う必要はない」

と判断された品目）のうちの安全性評価

が未報告の品目に関して，海外評価機関

等の安全性の評価報告を調べた．その結

果，安全性評価報告のあったものは，「ア

スコルビン酸オキシダーゼ」，「α－グル

コシダーゼ」，「Ｌ－アラビノース」，「酵素

処理ヘスペリジン」，「植物性ステロール」，

「微小繊維状セルロース（微結晶セルロ

ースとして）」の 6 品目であった． 

「食品添加物の成分規格作成の解説」の

学名の調査方法の項（3.6.6）を基に，調査

対象となるデータベースを追加し，学名

の変更等が発生した場合の学名の正当性

の確認方法などを加筆する形で改正案を

まとめた． 

公定書に未収載の既存添加物について，

成分規格の整備と流通の状況を整理した

(2022.12 時点の調査)．未収載の既存添加

物は 164 品目(枝番を除く品目数は 146)，

これらの内，それらのうち，公定規格案あ

るいは自主規格のあるものは 110 品目で

あり，ないものは 54 品目となった． 

 

2. 既存添加物の有効成分の解明 

1) 既存添加物キハダ抽出物の成分分析 

入手できた「キハダ抽出部」製品につい

て成分組成を調べた．分析に適した条件

を得るため，まず，溶解性について検討し

た．本製品と基原のキハダは，日本薬局方

に収載されている「オウバク」の基原と等

しいため，「オウバク」の成分規格を参考

に分析条件の検討を行った．主成分であ

るベルベリンは，HPLC による分析法の適

用が望ましいと考えられたことから，ベ

ルベリンが十分に抽出できる溶媒を検討

した．その結果，DMSO が適当であると

判断した．DMSO により抽出した溶液に

ついて，UPLC/PDA/MS により分析した結

果，ベルベリン，パルマチン，ジャトリジ

ン，フェロデンドリン，マグノフロリン，

3-フェルロイルキナ酸及び 5-フェルロイ

ルキナ酸の存在が示唆された．ただし，一

方，オウバクの成分とされているオバク

ノン及びリモニンは確認できなかった．

次に，1H-qNMR によりベルベリンの含量

を求めた．すなわち，「キハダ抽出物」製

品を DMSO-d6に溶解し，ベルベリンのシ

グナルからその含量を直接求めた．その

結果，「キハダ抽出物」製品中のベルベリ

ン含有量は 2.83%と算出された．また，日

本薬局方の「オウバク」等の確認試験を参

考に TLC による分析を行ったところ，ベ

ルベリンが検出可能であることが確認さ

れた．  

 

2) ヒマワリ種子抽出物の成分解析及び規格

試験法の最適化 

ヒマワリ抽出物製品より，文献未記載の

2 成分(化合物 1 及び 2)を単離した．化合

物 1 及び 2 の化学構造を，高分解能マス

スペクトル，各種 NMRデータより決定し

た．化合物 1 は，キナ酸の 5 位にカフェ

オイル基，3 位に 2-oxo-3-hydroxy-indole-

3-acetic acidユニットがエステル結合した

構造であることが確認された．また，CD

スペクトルの結果から 2-oxo-3-hydroxy-

indole-3-acetic acidユニットの 3位は S配

置であると構造決定した．化合物 2 は，
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キナ酸の 5位にカフェオイル基，4位に 2-

oxo-3-hydroxy-indole-3-acetic acidユニット

がエステル結合した構造であることが確

認された．また，化合物 2 は化合物 1 と

同様に 3 位は S 配置であると構造決定し

た． 

ヒマワリ種子抽出物の成分規格（案）に

おける確認試験法として，精油除去ウイ

キョウ抽出物（酸化防止剤）における確認

試験法（案）で採用されている DPPH 法

を参考に，その適用性を検討した．ヒマワ

リ種子抽出物中の抗酸化性に対する主要

な 4 種の成分の寄与率を求めたところ，

含量の多い順にクロロゲン酸は 41.2%，4-

O-カフェオイルキナ酸は 18.8%，3-O-カフ

ェオイルキナ酸は 16.8%，カフェ酸は

9.8%であることが判明し，これら 4 種の

寄与率の合計は 86.6%であった．また，ヒ

マワリ抽出物製品の DPPH ラジカル消去

活性（IC50）は，約 2 mg/mL であることが

確認された．確認試験法を規定する場合，

活性値がおおよそ 50%となる濃度を試験

溶液濃度とすると，今回の製品の結果よ

り，測定で用いる試料の秤取量は 40 mg 

(40 mg (秤量値)/20 mL (試料溶液量))が適

切と考えられた．  

 

3) 既存添加物アナトー色素の定量評価の基

礎検討 

昨年度に引き続き，ノルビキシン及びビ

キシンの HPLC 分析条件を検討した．

HPLC のピーク面積からノルビキシンが

91.1%，ビキシンが 97.0%の純度と推定さ

れ，且つ，不純物としてノルビキシンには

ビキシンが，ビキシンにはノルビキシン

が混ざっている状態であった．このため，

両者の混合溶液には，不純物として混入

するものが加算されてしまい，正確な濃

度に調製できない．そこで両者を HSCCC

により単離し，それを RMS測定用の標品

として用いた．また，基準物質(SR)として

460 nm付近に吸収極大を持つ官能基に異

なる長さの炭素鎖が結合した化合物をデ

ザインした．炭素鎖の長さにより保持時

間をコントロールし，ノルビキシン及び

ビキシンの保持時間に近いものを基準物

質として用いた．それぞれの検量線の相

関係数は 0.997以上であり，基準物質(SR)

として十分に機能すると考えられた．  

 

4) qNMR を用いた既存添加物の成分規格試

験法に関する研究 

Anethole の定量では，独立して観測され

た 7 位プロトンシグナルを用いた．1H-

qNMR 測定の結果，生薬ウイキョウ中の

anethole 含有率は 0.54±0.02％，ダイウイ

キョウでは，古い試料（ダイウイキョウ A）

が 2.02％，新しい試料（ダイウイキョウ

B~D）5.48〜7.32％，アニスでは 1.14〜

1.33％という結果を得た．この定量値は，

HPLC での定量結果と近似し，1H-qNMR 

が有効であることが示唆された． 

Vanilline 及び ethylvanillin の定量では，

それぞれのアルデヒド基のプロトンシグ

ナルが 9.78 ppm，9.80 ppm に極めて近接

して観測されたが，シャープなシグナル

で，同時に存在しても別個に積分値を測

定することができ，２化合物の同時定量

が可能であった．1H-qNMR により，生薬

バニラには vanillin が 0.42〜0.44％，
ethylvanillin が 0.039〜0.045％と見積もら

れた．バニラエッセンスには vanillin のみ
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が 0.77％，バニラオイルでは vanillin が

0.65％，ethylvanillin0.64%含有されている
ことがわかった．この結果を HPLC と比

較すると，両化合物の定量では，vanillin は 

1H-qNMR と極めて近似し，正しく定量で

きていると判断できたが，低含有率の場

合には ethylvanillinの定量が困難であるこ

とがわかった． 

Cinnamaldehyde の安定性の確認を，アル

デヒド基のプロトンシグナル9.65 ppm の

積分値を指標にして行った．HPLC で用い

られる溶媒中で経時的にどのように変化

するか検討した結果，methanol-d4 中では

数日のうちにアルデヒド基のシグナルが

大きく減少することがわかった．アルデ

ヒド基とアルコールが存在するとアセタ

ールを生じる可能性は高く，アルデヒド

基にメタノールが反応したものと強く示

唆された． 

 

5) 乾留抽出物添加物中の原料熱分解物の定

量分析 

乾留抽出物中の熱分解物のうち，36 の標

準品が入手できた 36 種について，GC/MS

に付し，保持時間及び MS スペクトルの

一致を確認し，試料中の化合物を同定し

た．同定した 36 化合物について，SIM測

定により定量分析を行った．これらの含

量は最大で 0.5%程度（カフェイン），合算

で 1～4%程度と微量であった． 

 

3. 試験法及び分析法の開発  

1) PDA 検出器の校正化合物創出のための基

礎検討 

ナフトキノン誘導体の調製においては，

共通の中間体を利用した一段階での合成

によって，置換基の異なる誘導体を効率

的に得た．得られた化合物の吸収スペク

トルを測定した結果，長波長域における

吸収にはジメチルアニリン構造が重要で

あり，一方でクロロ基の置換によっても

スペクトルの長波長化や機能化が可能で

あることが分かった．基準物質(SR)の合

成においては，共通の中間体としてビス

インドリルマレイミドの酸無水物を利用

し，一段階で多種の化合物の混合物を得

た．これら混合物は HPLC 上で良好に分

離可能であり，HPLC クロマトグラム上で

定量対象の化合物と重ならない位置に溶

出する分子をスクリーニング的に調製で

きた．今後は本分子を応用することでカ

ロテノイド類の定量法に展開していく． 

 

2) 真菌数試験法の比較検討 

DG-18寒天，ポテト・デキストロース寒

天またはサブロー・ブドウ糖寒天を用い，

混釈培養法または塗抹培養法にて培養を

行った．培養期間は 3～5日間，接種菌液

濃度は 20 または 100 cfu/mL とした．培養

に用いた菌種は，規定法として用いられ

る Ca. albicansおよび A. brasiliensis の他，

普遍的な環境菌の3菌種を用いた．25±1℃

で培養後，集落数を計測した．検討の結果，

いずれの試験条件でも，培養 5 日後で小

さな集落（直径 1.5 cm以下）が生育する

性質の Ca. albicans，C. sphaerospermumお

よび P. citrinum では集落数計測は可能で

あった．一方で集落生育が比較的早くか

つ大きい A. brasilliensisおよび M. hiemalis

では，100 cfu/mL の接種菌液では，培養 5

日後でいずれの試験条件でも集落は密集

し，数の計測は困難であった．これに対し，
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20 cfu/mL の接種菌液を使用する，または

培養期間を規定法より短くすることで，

集落数計測が可能となった． 

 

E. 結論 

1. 既存添加物の成分規格に関する研究 

1) 既存添加物の成分規格に関する調査研究

(委託調査) 

既存添加物の安全性確保のため，昨年度

に引き続き安全性情報について調査した

が，新しい情報は殆どなかった．また，成

分規格案及び自主規格はないものは 54品

目であった．安全性情報の収集及び成分

規格設定が困難な品目については，引き

続き調査が必要である．また，成分規格設

定については，事業者の意見を取り入れ

る必要がある．特に，基原生物の学名の記

載については，その記載方法及び調査方

法と共に，新しい知見により学名変更が

あった際の判断基準を明確にする必要が

あると考えられた． 

 

2. 既存添加物の有効成分の解明 

1) 既存添加物キハダ抽出物の成分分析 

入手できた「キハダ抽出物」製品には，

ベルベリンが主成分として含まれること

がわかった．今回，ベルベリンの定量には

1H-qNMR を用いたため，日本薬局方等を

参考に更に一般的で且つ正確な定量分析

法を検討することによって，成分規格に

定量法を設定できると思われた．また，確

認試験法は TLC が適用できると考えられ

た．しかしながら，現在，「キハダ抽出物」

としては 1 製品しか流通が確認されてい

ないため，製品間に成分組成に差違がな

いことの確認が成分規格の設定には必要

である．また，本製品はベルベリンを含有

することから，食薬区分についても考慮

しながら，規格化を検討する必要がある

と判断した． 

2) ヒマワリ種子抽出物の成分解析及び規格

試験法の最適化 

成分分析の結果，文献未記載の 2成分(化

合物 1 及び 2)を同定した．DPPH 消去活

性を評価したところ，両化合物は有効成

分の一つであることが確認できた．また， 

DPPH ラジカル消去活性を指標とする確

認試験法においては，ヒマワリ抽出物は，

精油除去ウイキョウ抽出物の成分規格

（案）で示されている方法が準用できる

ことがわかった．その試料秤取量は 40 mg

が適切と考えられた．製品 1 種の分析を

行ったところ，主要成分はクロロゲン酸，

4-O-カフェオイルキナ酸，3-O-カフェオイ

ルキナ酸およびカフェ酸であることが判

明し，これらの抽出物の抗酸化性対する

寄与率は 86.6%であることが明らかとな

った．  

3) 既存添加物アナトー色素の定量評価の基

礎検討 

アナトー色素のノルビキシン及びビキ

シンについて，RMS を用いた SR-HPLC に

ついて検討した結果，分析条件と共に基

準物質(SR)として適した化合物がデザイ

ンできた．１．trans-ノルビキシン及びビ

キシンの合成と純度評価，２．基準物質

(SR)の純度評価と分析対象のRMSの算出，

３．基準物質(SR)の大量合成と供給，につ

いて検討することによって，正確且つ信

頼性の高いアナトー色素の分析法が構築

できると考えられた． 
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4) qNMR を用いた既存添加物の成分規格試

験法に関する研究 

ウイキョウ，ダイウイキョウ，アニス中

の anethole の 1H-qNMR を用いた定量条

件を確立した． 生薬バニラ，バニラエッ

センス，バニラオイル中の vanillin 及び

ethylvanillin の 1H-qNMR を用いた定量条

件を確立し，また，vanillin と ethylvanillin

の同時定量が可能であることも確認した．

1H-qNMR を用いることで，ケイヒの重要

な精油成分である cinnamaldehyde は

methanol-d4 中で減少することが示された．

アセタールが生成すると推定され，アル

デヒド基のある化合物の定量時にアルコ

ールを用いない方が安全であることわか

った． 

 

5) 乾留抽出物添加物中の原料熱分解物の定

量分析 

乾留抽出物である木酢液，チャ乾留物及

びモウソウチク乾留物の品質確保を目的

として，これら添加物中に含まれる原料

由来の熱分解化合物について，GC/MS に

よる定量分析を行ったところ，含量は最

大で 0.5%程度，合算で 1～4%程度と微量

であった．今後は本研究成果を添加物事

業者と共有し，具体的な成分規格案の作

成を進める予定である． 

 

3. 試験法及び分析法の開発 

1) PDA 検出器の校正化合物創出のための

基礎検討 

昨年度に引き続いて，HPLC を用いた定

量分析法において，PDA 検出器の装置間

での校正に利用可能な化合物の開発を目

的として検討を行った．本年度は広範囲

に吸収を示す化合物として，誘導体化の

容易さやスペクトルの長波長化の観点か

ら 1,4-ナフトキノン誘導体を選択した．合

成したナフトキノン誘導体の長波長域に

おける吸収にはジメチルアミノ基が重要

であることが分かった．カロテノイド類

の HPLC を用いた定量に利用可能なシン

グルリファレンス分子については，同時

に複数種類の分子を合成し，それらを逆

相 HPLC 上で分離することで，HPLC 上

での保持時間の異なる他種類の化合物を

スクリーニング的に得ることができた．

ビスインドリルマレイミド分子を母骨格

とし，炭化水素鎖を導入することで HPLC

上での保持時間の調整が可能となった．

化合物の母骨格と導入官能基の組み合わ

せによって，カロテノイド類以外の様々

な分子についてもシングルリファレンス

化合物を簡便に設計できると考えられる． 

 

2) 真菌数試験法の比較検討 

公定書の微生物限度試験の参考に資す

るために，公定書で規定の試験条件をそ

の他試験条件と比較し，集落の生育性を

もって真菌数計測の正確性と効率を評

価した．公定書で規定の DG-18寒天培地

を用いて，規定の菌濃度を接種し 4晩の

培養後，集落の発育が過剰となり集落数

の計測が不可能となる真菌群があった．

また，同条件の培養条件で，発育速度が

遅く小さな集落が発育するため最低 5晩

の培養が必要となる真菌群もあった．公

定書では，規定法と同等以上の検出感度

および精度を有する場合には，代替法の

適用も可能であるとされているため，検

出が予測される菌種によっては，代替法
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として寒天培地の種類の変更や，接種試

験液の一層の希釈，培養日数の短縮も検

討する必要がある． 

 

F. 健康危機情報 

 なし 
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庸介，増本直子，杉本直樹，井之上浩

一：デザイン SR-HPLC 法によるアナト

ー色素の定量評価の構築．日本食品衛

生学会第 118回学術講演会(2022.11) 

13) 黃奕，大槻崇，森川悟，松藤寛, 治療

薬物モニタリング（薬物濃度測定）に

おける相対モル感度に基づくシングル

リファレンス HPLC 法の応用，第 4回

日本定量 NMR 研究会年会(2022.12) 

14) 都築明日香，西﨑雄三，増本直子，鈴

木俊宏，兎川忠晴，杉本直樹：外部標

準法定量 NMR (EC-qNMR)：試料間で

レシーバーゲインが異なるときの補正

について．第 4回日本定量 NMR 研究

会年会(2022.12) 

15) 内山奈穂子，清田浩平，細江潤子，小

松功典，杉本直樹，石附京子，小出達

夫，村林美香，小林謙吾，藤峰慶徳，

横瀬俊幸，大藤克也，清水仁，長谷部

隆，浅井由美，江奈英里，菊池純子，

藤田和弘，武藤仁美，小浜亜以，五島

隆志，安田万寿，植田知彦，合田幸

広：31P-qNMR を利用した有機リン化合

物ソフスブビルブシモノエステルアル

カロイドの相対モル感度(RMS)を用い

た日本薬局方定量法の検討．第 4回日

本定量 NMR 研究会年会(2022.12) 

16) 岡庭寛昂，池上美音，宮下采佳，大槻

崇，松藤寛，長田和実，中西祐輔，高

橋恭子，酪酸が腸管上皮バリアへ与え

る影響，日本農芸化学会 2023 年度大会

(2023.3) 

17) 二村佳音，永津明人，西崎雄三，増本

直子，杉本直樹：定量 NMR (1H-qNMR)

を用いた生薬中の精油成分の定量～ウ

イキョウおよび類似生薬中の anethole

の定量～，日本薬学会第 143 年会

(2023.3) 

18) 天倉吉章，内倉 崇，好村守生，増本

直子，西﨑雄三，杉本直樹，既存添加

物ヒマワリ種子抽出物の成分解析，日

本薬学会第 143 年会(2023.3) 

19) 杉本直樹：医薬品，食品分野等におけ

る定量 NMR の実装とこれから．定量

NMR の標準化と実用化．日本薬学会第

143 年会一般シンポジウム(2023.3) 

20) 伊藤遥菜，永津明人，西崎雄三，増本

直子，杉本直樹：定量 NMR (1H-qNMR)

を用いた生薬中の精油成分の定量～バ

ニラおよびバニラ香料中の vanillinおよ

び ethylvanillin の定量～，日本薬学会第

143 年会(2023.3) 

21) 渡辺麻衣子，吉成知也，西﨑雄三，増

本直子，多田敦子，工藤由起子，杉本

直樹：食品添加物の微生物限度試験に

おける真菌数試験法の比較検討．日本

農芸化学会 2023 年度大会(2023.3) 

22) 吉成知也，関根葵，小林直樹，西﨑雄

三，杉本直樹，工藤由起子，渡辺麻衣

子：MALDI-ToF MS を用いた既存添加

物酵素の基原生物の同定手法に関する

研究．日本農芸化学会 2023 年度大会

(2023.3) 

 

2-2. シンポジウム等 

1) 杉本直樹：LC/MS を用いた定量分析にお

ける課題と解決事例 2021～定量のものさ

しである標準物質について～．日本質量
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分析総合討論会(2021.5.21) (Web, 約 200

名)． 

 

H. 知的財産の出願・登録状況(予定を含む) 

 なし
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